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利他性・信頼の社会経済的要因： 

実験経済学的妥当性を担保したアンケート「実験」を目指して 

 

後藤 晶a   

 

 

要約 

 実験経済学の観点からは価値誘発理論に基づいて，適切なインセンティブを設計する必

要がある．しかしながら，通常の紙面および Web を利用したアンケートでは価値誘発理論

を満たす調査を実施することは困難である． 

 しかしながら，クラウドソーシングを利用すれば，低費用かつ短時間で十分な量のデー

タを収集することが可能である．その上で，適切な設計を行うことにより価値誘発理論を

満たした実験を実施が可能であることを示唆する．本研究においてはクラウドソーシング

を利用したオンラインアンケートを実施した．その結果の概要を報告すると同時に，今後

の課題について報告する． 
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1. 問題 

  価値誘発理論の観点からは，実験時において，実験参加者は少ない報酬よりも多い報

酬を好み，決して報酬に満足することがないとする１．単調性，報酬は実験参加者の意思

決定に依拠する２．感応性，実験参加者の効用は基本的に報酬に依拠する３．優越性とい

う３点を満たしたインセンティブを実験参加者に付与する必要がある(Smith, 1976)．実験

経済学はこれらの原則を用いることにより，経済学実験としての妥当性を担保しようとし

ている． 

 しかしながら，これらの条件を満たした実験を実施するためには非常に大きなコストが

かかることも事実である．実験実施可能な実験室やコンピュータルーム等を確保し，教員，

もしくはアルバイトの学生を採用し，何日もかけて実験を実施する必要がある．また，こ

れらの実験を実施するには実験参加者に対して報酬を払う必要があるためにより多大なコ

ストがかかる．また，実験対象者が学生になることが多いなど，データのバイアスを指摘

されることもある． 

 一方，従来のオンラインアンケートの仕組みを用いただけでは，この価値誘発理論の原

則を満たすことが困難である．したがって，行動経済学領域においては主観的幸福度やフ

レーミング効果や危険回避度・時間割引といったトピックに対するアンケートが中心とな

っており，ゲーム理論の枠組みを用いた，実験経済学的な観点から妥当な実験・調査を行

うことは困難であった． 

 しかしながら，ストラテジーメソッド(Brandts and Charness, 2011)とクラウドソーシ

ングをあわせることにより，価値誘発理論の原則を担保すると同時に，非常に安価な実験

を展開することが可能であると考えられる．ストラテジーメソッドとは，実際に実験を実

施する前に，全ての意思決定戦略を実験参加者に表明してもらう手法である．実際にはこ

の中の一つの選択のみが実現し，その結果に応じた報酬が渡されることになる． 

 本報告においてはストラテジーメソッドとクラウドソーシングを組み合わせたアンケー

ト「実験」を提案する1．その上で，結果の概要および実験参加者の属性等からその手法の

妥当性について検討する． 

 以下には本研究で用いた枠組みを紹介する．図 1 には本研究で実施したアンケート実験

の枠組みについて示している．本研究において実施したアンケート実験のフローの例は以

下の通りである．はじめに第一実験を実施する．この中にゲーム実験の要素を 1 つないし

                                                  
1 海外においては Amazon Mechanical Turk(https://www.mturk.com)を用いた研究が

多々行われている．また，心理学領域においては白木と五十嵐(2015)においてクラウドソ

ーシングを用いた実験の方法について紹介されている． 
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は複数個導入する．第一実験では全プレイヤーに対して同一の実験参加費を支払う．その

上で，第二実験を実施する．この中で第一実験の結果を元にして実験参加者を分類し，そ

れに応じたインセンティブを与えるものである．これにより価値誘発理論の原則を保った

実験が可能である． 

第1実験： 一定ポイント ， 全ての参加者にXpt

第2実験： 一定ポイント +結果連動ポイント

Xpt+0pt

Xpt+1pt

Xpt+2pt

Xpt+3pt

 
図 1 本研究で行った実験の枠組み 

 本実験においては独裁者ゲーム，信頼ゲーム，最終提案ゲーム（提案者条件／応答者条

件）を組み込んだ．また，それぞれについて対象が両親の場合，友人の場合，全く知らな

い他人の場合の 3 条件を実施した． 

 

2. 方法 

2.1. 実験対象 

本研究においては，「Yahoo!クラウドソーシング(http://crowdsourcing.yahoo.co.jp/)」を

用いた.Yahoo!クラウドソーシングとは，ヤフー株式会社が提供するクラウドソーシングサ

ービスであり，タスクを実施すると，謝礼として T ポイントが支払われる仕組みになって

いる．「第二回価値観と物事の決め方についてのアンケート」として第一実験を 2016 年 9

月 3 日 8 時から 9 月 13 日 8 時までの 10 日間にかけて実施した．3,000 人を対象として実

施し，回答件数は 1,926 件であった．本研究では第一実験の結果について報告する2． 

                                                  
2 なお，本研究にあわせて第一回実験を実施している．第一回実験は第一実験として「価

値観と物事の決め方についてのアンケート」を，2,000 名を対象として 11 問のアンケート

を 2016 年 7 月 16 日 8 時から 7 月 17 日 19 時 25 分の間に実施した．その後第二実験とし
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2.2. 報酬について 

 報酬は Yahoo!クラウドソーシングにより，T ポイントによって支払われる．第一実験で

は計 18 問を実施し 5 ポイントを基礎ポイントと謝礼ポイント追加オプションとして 2 ポ

イントを追加した．したがって，第一実験実施時に実験参加者には 7 ポイントが支払われ

ることになる．これらを実験参加者である 1,926 名に渡し，27,042 円を支払った． 

 第二実験におけるポイントは 3 ポイントを基礎ポイントとして本実験の中で実施した独

裁者ゲーム，他人条件の結果に基づいて支払いを行う．したがって，実験参加者は最大で

合計 3 ポイント，最小で合計 13 ポイントを受け取ることになる． 

 

3. 結果 

 

 
図 2 各ゲームにおけるポイントと信頼区間 

 
図 3 各ゲームにおけるポイントと信頼区間 

 図 2 には回答者属性のヒストグラムを示している．このデータは女性の方が回答者とし

                                                                                                                                                  
て 2016 年 7 月 22 日から 8 月 26 日までにかけて実施した．第一回実験にかかった費用は

28,080 円であり，第二実験では計 22,120 円かかった．したがって，事前実験では合計

50,200 円かかっている． 
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て多く，既婚者，子ありの者が多いことが示されている． 

また，図 3 には独裁者ゲーム・信頼ゲーム・最終提案ゲーム（提案者）・最終提案ゲーム

（受諾者）の各ゲームにおける平均分配額とその 95%ブートストラップ信頼区間を示して

いる．この図からはいずれの項目においても友人条件に比べて，両親条件におけるポイン

トが多く，他人条件におけるポイントが低いことが示されている．回答に用いられた端末

としては，Windows PC が最も多く，続いて android スマホ，iOS スマホ(iPhone)の順番

となっている． 

表 1 分析結果 
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 続いて，表１には独裁者ゲーム・信頼ゲーム・最終提案ゲームのそれぞれについて分析

した結果を示している．分析には一般線形混合モデルのポアソン回帰分析モデルとして分

析を行った．これは応答変数が 10 ポイントであったことによる．いずれも友人条件に比

べて他人条件において分配額が低く，両親条件において高いことが示されている．その他，

社会経済的要因の影響を受けていることが示されている． 

 

4. 考察 

 この手法のメリットは第一に非常にコストが小さい点である．実験経済学的な妥当性を

担保するために第一実験および第二実験の二段階を経たとしても，2,000 人前後のデータ

を 50,000 円前後で収集することが可能である．この金額は従来のアンケート調査よりも

非常に安価に実施可能である．第二に，比較的短期間で実験を実施することが可能な点で

ある．第二回実験は 10 日，第一回実験は 2 日足らずで終了することが出来た．この規模

の調査を行うにしては非常に短期間に実施可能であったといえる． 

 また，本研究における方法論的な課題点としては，第一にサンプリングの妥当性があげ

られる．今回の対象はあくまでも Yahoo!クラウドソーシングを利用しているユーザである

ためにサンプルプールとしては一定のバイアスがないとも限らない．したがって，他のク

ラウドソーシングサービスおよびオフライン調査・実験との比較・検討が必要になるであ

ろう．第二に，同時手番ゲームの実施が難しい点である．二段階の実験を経てインセンテ

ィブを付与しているために，同時手番ゲームを行うことは困難である．しかしながら，ス

トラテジーメソッドを組み合わせることによってより妥当性の高い実験を行うことが可能

であろう． 

 今後の課題としては，第一に本実験の枠組みを用いたパネル実験の実施である．従来，

今回実施したような形式の調査や，パネル調査はコストがかかり，大規模な研究グループ

でなければ実施が困難であった．しかしながら，今回の枠組みを利用すれば，単独の研究

者でも非常に安価かつ容易に実施可能である．第二に，オンライン経済ゲーム実験プログ

ラムとの連携である．例えば，oTree(Chen et al, 2016)などを用いて，クラウドソーシン

グを連携することによって，安価に様々なゲーム実験を展開することが可能になると考え

られる．実際に，oTreeh は Amazon MTurk との連携が行われており，同様の枠組みで実

施することによって，大学における学生を対象とした実験よりも多様なサンプルのデータ

を収集することが可能になると考えられる．そして，第三としてクラウドソーシングにお

ける適切なインセンティブ構造の設計である．第一回実験では大問 11 問を 2,000 の回答

者を目指して実施した結果，48 時間かからずに終了することができた．一方で，第二回実

験においては大問 18 問の設問を設定し，3,000 名を対象として実施した結果，10 日間で
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2,000 名足らずのデータを集めることができた．これらの結果の差異はどの点にあるので

あろうか．一つには設問数に対してインセンティブが不十分であった可能性があり，設問・

タスクとインセンティブの関係についてより精緻な検討が必要となるであろう． 
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